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【目的】 

貯蓄から投資へという動きになり、自分のお金は自分で守るという時代である。その中で、日本でも貧富の差が明確

になっている。ではなぜ世の中には成功者である富裕層とそうでない貧困層がいるのだろうか。それを左右する大きな

違いは金融リテラシーなのである。その金融リテラシーとはお金に対しての知識である。この金融リテラシーが影響を

与える個人資産にスポットをあて、私自身もお金を真剣に向き合いながらこの論文を書き記していく。 

 

【方法】 

参考文献、インターネット、などからデータ収集、分析をし、金融リテラシーについて考察した。 

 

【結果】 

 個人資産での課題は、自分の資産の全てを人や国任せにしないことである。そこで大切なキーワードは、「金融リテ

ラシー」である。自己責任の現代に、自身や家族を守るのは自信しかいないのである。そのときに金融リテラシーは必

ず、手助けをしてくれるはずである。だからこそ今、少しずつでも金融リテラシーを身に付けていき、自分の資産と向

き合う必要があるのではないか。 
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